
６月２１日（火）、保護者会初日の午後、第４回読み聞かせの会を実施しました。
今回は、新たに３名の卒業生が西高の後輩のために協力して盛り上げてくれました。

絵をつかった手遊び 卒業生３人による手遊び 読み聞かせをしています

今回の感想から

・絵をつかった手遊びは、絵本づくりの参考になる。
・今回は前よりもできたと思う。もっと感情をこめてやっていきたいと思った。
・絵本には本当にフシギな話が多いなー。
・手作り絵本のヒントが聞けてよかった。
・手遊びをもっと知りたいと思った。
・声を出して感情を込めて読むことはけっこう面白かった。
・視覚だけでなくリズムを利用して聴覚も刺激して絵本を読んだり言葉遊びをする
ことが子どもにとっては大事なんだなと思った。
・絵本を読むときの声の調子、滑舌が大切なんだなぁと思った。
・前読んだときはけっこう恥ずかしかったけど、少しずつ慣れてきたかなと思った。
・面白い絵本が増え、読み聞かせが少し楽しくなってきたカナ。
・「よるくま」お父さん・お母さんに読んでほしい本２０選に選ばれた本だけあって、
高校生の私も楽しんで読むことができました。絵もかわいかったので、とても見やす
く読みやすかったです。

回を重ねるごとに、少しずつ
恥ずかしさや緊張感も取れて、
読み方も上達してきたようです。
次回は、７月１２日（火）です。
今まで参加したことがない人でも
興味がある人は図書館に是非来てね。


